
 

- 1 - 

                                   ２０１５年７月２２日 

熊本市長 大西一史 様 

熊本県知事 蒲島郁夫 様 

 

             立野ダムによらない自然と生活を守る会       代表 中島康 

            立野ダムによらない白川の治水を考える熊本市議の会 代表 田上辰也 

            ダムによらない治水・利水を考える県議の会     代表 西 聖一  

                 代表連絡先 熊本市西区島崎 4丁目 5－13  中島康 

                       電話 090－2505－3880 FAX 096－354－2966 

 

立野ダムの白紙撤回を国に働きかけることを求める要望書 

～国が公表した白川の「現況河道流下能力算定表」について～ 

 

 国土交通省は 6月 25日に、白川の「現況河道流下能力算定表」を情報開示しました。この「現況河

道流下能力算定表」（平成 20 年 2月測量時点）によると、平成 24 年 7 月 12日の九州北部豪雨では、

最大流量毎秒 2300 トンであったため、平成 24 年 7 月 12 日当時、流下能力が毎秒 2300 トン未満の地

点（３～４ページで×がつけてある地点）では、堤防からあふれるか、危うくあふれそうになりまし

た。 

 ところが、改修後の白川の「現況河道流下能力算定表」（平成 27年 3月測量時点）によると、改修

が行われた地点では大幅に流下能力が向上しています。河口から 14km地点右岸（藤崎宮）を例に挙げ

ると、毎秒 1748 トンだったのが、毎秒 3630 トンと、流下能力が倍以上に向上しています。（４ペー

ジと６ページで、○で囲んだ数値） 

 平成 27 年 3月測量時点で改修が完成していない４カ所を除くと、全ての地点で白川の堤防天端高で

の流下能力は、河川整備計画の目標流量（毎秒 2300トン）を上回っています。このことにより、立野

ダム（洪水調節能力 毎秒 200トン）がなくても、改修が完成すれば平成 24年 7月 12 日の九州北部豪

雨（毎秒 2300トン）が堤防からあふれずに流れることが分かります。 

 また、河川整備基本方針で定められた、白川での 150年に一度の計画高水流量（毎秒 3000トン）を

上回る地点は、178 地点中、154 地点（86.5％）にのぼり、他の地点も大半がその値に迫る流下能力が

あることが分かります。 

 HWL（計画高水位：堤防天端から 1.2ｍ下）での流下能力に注目すると、河川整備計画の目標流量（毎

秒 2300 トン）から黒川遊水地による洪水調節量（毎秒 100 トン）を引いた毎秒 2200 トン未満の地点

は、89地点中、７地点あります（５～６ページの△がつけてある地点）。そのうちの５地点は、JR豊

肥線鉄橋から新世安橋周辺までの区間にあります。最も流下能力の低いのは、河口から 9.6km地点（JR

豊肥線鉄橋の少し上流）の毎秒 2049トンであり、同地点の HQ式で計算すると、毎秒 2200トンは HWL

（計画高水位：堤防天端から 1.2ｍ下）を 23cm上回りますが、堤防天端から約 1mの余裕があります。

十禅寺緑地周辺の河道にたまった土砂を撤去すれば十分対応可能な数値です。他の２地点（8.6km地点、

17.0km地点）も、河道にたまった土砂を撤去すれば十分対応可能な数値です。 

 以上述べた通り、国土交通省が情報開示した白川の「現況河道流下能力算定表」によると、河川改

修で白川の流下能力は大幅に向上し、立野ダム建設は不要であることが明らかです。そこで、熊本県、

熊本市として、立野ダムの白紙撤回を国に働きかけることを要望します。 

 また、新国立競技場の費用の件で、国は東京都に 500 億円出すように頼んでいることが問題になり

ましたが、立野ダムの事業費は平成 24 年時点で 917 億円。熊本県の負担はその３割、275 億円にもな

ることは、ほとんど知られていません。県民に大きな負担を強いる点からも、立野ダムの白紙撤回を

国に働きかけることを要望します。                 以上 
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            現時点での白川の流下能力 （河口～小磧橋） 

  右岸  左岸  合計 備考 

全地点  ８９  ８９  １７８  

堤防天端高で 

毎秒2300トン未満  

  １ 

 （1.1％） 

  ３ 

 （3.3％） 

   ４ 

 （2.2％） 

改修が完了すれば、毎秒2300トン未

満の地点はなくなる 

堤防天端高で 

毎秒3000トン以上  

 ７７ 

（86.5％） 

 ７７ 

（86.5％） 

 １５４ 

（86.5％） 

他の地点も大半が毎秒3000トンに

迫る流下能力がある 

HWL（計画高水位）で

毎秒2200トン未満 

       ７／８９  

（7.8％） 

89地点のうち７地点。河道にたまっ

た土砂撤去で対応可能な数値 

 

 

 

【参考】白川水系河川整備計画（平成14年7月策定） 

 洪水ピーク流量（代継橋地点） 毎秒2300トン 

 立野ダムによる洪水調節量   毎秒  200トン 

  黒川遊水地群による洪水調節量 毎秒  100トン 

  河道の配分流量        毎秒2000トン 

 

 

   

 

 

【参考】 

 堤防天端高の 1.2m 下が 

 HWL（計画高水位） 
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